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資料１ 

スラウェシ貧困対策支援村落開発計画と本邦 PLSD 集団研修との関係について 

 
国家開発企

（ 南スラウェシ州村落開発庁（州 BP

び 現場レベルでのカウンターパート機関と

以

① 能力強化 

② する行政体制づくり 

③ 住民ニーズに基づいた開発行政を実現するための村落開発関係者研修カリキュラム作成 

 
本邦 PLSD 集団研修では、プロジェクトの「③研修カリキュラムの活動」を支援するため、

UNHUS、州 BPM および NGO（LML）からプロジェクトカウンターパートを研修員として

受け入れ、他国の研修員と共に PLSD 理論の基本的枠組みと実践手法を集中的に学習させた。 

 

図：プロジェクト概略と PLSD 本邦研修の関係 

（プロジェクト概略：スラウェシ貧困対策支援村落開発計画終了時評価報告書より抜粋） 

 

スラウェシ貧困対策支援村落開発計画は、内務省村落開発庁（BPM）及び 画庁

BAPPENAS）を中央でのカウンターパート機関、 M）及

タカラール県村落開発事務所（県 PMD）を して、

下の３つの活動を行っていた。 

 開発対象村落住民の社会的

 参加型開発を推進

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）参加型開発行政体制づくり

１）住民の能力強化（NGO 連携）

３）参加型開発研修プログラムの整備

タカラール県政府 ハサヌディン大学、州 BPM、NGO 

地域NGO

郡 郡 

村落 1 村落 2 村落 3 村落 4

PLSD 本邦集団研修 
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